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第 7 回研究施設等廃棄物連絡協議会 
 議事録（案） 

 
１．日時    平成２４年 ３月 １日（木）１０：００～１２：００ 
 
２．場所    日本原子力研究開発機構 東京事務所 役員会議室 

（富国生命ビル１９階） 
 
３．出席者（敬称略）     
 （委員）石榑*1、寺井*1、菊池*2、森*2、○三代*3、大澤*3、林道*3 
 ＊1 RI 協会、＊2 RANDEC、＊3 JAEA、○議長 
 （事務局）原、真鍋、吉岡、坂本 
 
４．議題及び配布資料 
 （１）議長挨拶                        
 （２）前回（第６回）議事録（案）            資料７－１ 
 （３）埋設処分業務の実施状況              資料７－２－１ 
                             資料７－２－２ 
 （４）受託契約・処分単価について            資料７－３ 
 （５）物流システム事業の準備状況            資料７－４ 
 （６）その他 
 
５．議事概要 
（１）議長挨拶 
 三代議長、RI 協会・石榑委員、RANDEC・菊池委員より近況を含め挨拶があ

った。 
 

（２）前回議事録（案） 
 資料７－１に基づき、事務局より前回議事録（案）について説明し、委員の了

承を得た。 
 

（３）埋設処分業務の実施状況 
 資料７－２－１に基づき、事務局より埋設処分業務の実施状況として、「埋設処

分業務の実施に関する計画」（以下「実施計画」。認可：平成２１年１１月１３日）

に基づき認可以降これまで取り組んできた内容を紹介した。また、資料７－２－

２に基づき、平成２３年度中に変更を予定する実施計画の骨子案を紹介した。 
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（４）受託契約・処分単価について 

 資料７－３に基づき、事務局より受託契約・処分単価に関する検討結果を説明

した。基本契約の段階において、機構が委託者（発生者）に対して廃棄体に係る

情報提供を依頼する際、機構は委託者側の準備期間も考慮して、予め放射能の評

価方法等に関する情報を共有し、廃棄体情報の整理方法を提示するとした。廃棄

体情報の整理方法については、本協議会の関係者間で今後検討していくこととし

た。 
総費用や処分単価については、埋設事業に利益相反しない第三者を含めた場で

オーソライズするような仕組みを検討することとした。 
 
（５）物流システム事業の準備状況 
 資料７－４に基づき、森委員（RANDEC）より RANDEC で進めている物流シ

ステム事業の準備状況が紹介された。 
 
（６）その他 
 次回の開催時期については、事務局より後日連絡することとした。 

 
以上 


